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Global GenAI Report
2025年における生成AI活用効果の最大化に向けた道標

Executive summary
2024年12月19日



Sensitivity Label: General

5つの地域における34の市場を調査対象として網羅
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12の業界、大企業・経営幹部を中心に、生成AI利用の意思決定に影響を持つ2307人を対象とした調査を実施。

専門とするビジネス領域

IT|35%
(ソフトウェアエンジニア 5%)

ITセキュリティ|7%

デジタル|6%

オペレーション|32%

その他|20%
(CEO、法務/コンプライアンス、

財務、人事など)

北米|421

中南米|351 中東・アフリカ|175

ヨーロッパ|576

アジア太平洋|784

オーストラリア=100

中国=50

香港=50

インド=100

インドネシア=50

日本=103

マレーシア=50

ニュージーランド=30

フィリピン=51

シンガポール=50

台湾=50

タイ=50

ベトナム=50

ベルギー=51

フランス=68

ドイツ=112

イタリア=50

ルクセンブルク=30

オランダ=50

ポルトガル=52

スペイン=56

イギリス・アイルランド
=107

カナダ=50

アメリカ=371

アルゼンチン=50

ブラジル=51

チリ=50

コロンビア=50

メキシコ=50

ペルー=50

ウルグアイ=50

ケニア=50

サウジアラビア=50

南アフリカ=75
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数字で見る調査対象規模
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NTT DATA, Incが2024年9月から2024年10月にかけて
Jigsaw Research社の協力のもと調査を実施

役職レベル

経営幹部： 68%

VP/責任者/ディレクター： 27%

シニアマネージャー： 5%

以下を含む:

CEO: 8%

CIO/CTO: 18%

COO: 14%

CCO/CXO: 9%

CHRO: 5%

CFO: 4%

12の業界

専門領域

IT:                            35%

ITセキュリティ:                 7%

デジタル: 6%

オペレーション:               32%

サポート: 20%

以下を含む

主要な意思決定者/

意思決定チームの一員:

95%

意思決定/予算への

影響力保持者:

5%

組織規模

2,501～5,000: 10%

5,001～10,000: 16%

10,001～15,000: 25%

15,001～50,000: 26%

50,001～ 23%

• 自動車: 8%

• 銀行 ・ 投資: 11%

• エネルギー ・ 公益事業: 7%

• 医療: 9%

• 高等教育・研究: 6%

• 保険: 9%

• ライフサイエンス・製薬: 9%

• 物流 ・ 旅行 ・ 輸送: 5%

• 製造: 14%

• 公共部門: 8%

• 小売 ・ 消費者向けパッケージ商品: 5%

• 通信 ・ メディア ・ テクノロジー: 9%
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生成AIの現況



•

生成AIに対する評価:革命的なゲームチェンジャー

生成AIは過大評価されていると回答した
経営幹部の割合。経営幹部の大多数は
生成AIが長期的な取り組みであり、最適
化されるには時間を要することを認識して
いる。

生成AIの可能性について、長期的な視
点で注目をしていると回答した割合。

わずか１% 96%

生成AIを革命的なゲームチェンジャーと見なしている経営幹部の割合。
一方で、非経営幹部は生成AIをより懐疑的にとらえており、
生成AIは補完的・必須とはされず、ROIも不足していると考えている。

３分の２

経営幹部は変革をもたらすゲームチェンジャーとして、
生成AIの可能性に注目。
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「驚異的」と回答したコンプライアンス担当者の割合。これ
はチーフソフトウェアエンジニアの間でも最も多い回答。

約3人に2人

生成AIに対する肯定的な見解

6

生成AIについて「肯定的な意図で興奮する」と回答した
CIO/CTOの割合。その内の21%が「素晴らしい」と回答。
COOの57%が「興奮する または 素晴らしい」と回答。

50%

調査回答者の中で、生成AI対して肯定的な見方を示し
た割合。

70%近く

生成AIに関して、あなたが最も強く感じている感情・意見は何ですか?
:「わからない」と回答した人を除く全回答 (n=2,307)

生成AIに対し懸念的感情を示した割合は、CISO(Chief 
Information Security Officer：最高情報セキュリティ責任者)
が際立っており、45％が「プレッシャー、脅威、圧倒されると感じる」と回
答。同じ感情を示したCISO以外の回答者の割合は、わずか19％。

68%

13%

19%

感情・意見の概要

すべての回答者
(CISOを除く)

CISO プレッシャー、
脅威、圧倒
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48% 7%

45%

ポジティブ

中立的

ネガティブ



•
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96%

生成AI技術が生産性の向上に大きな影響を与えると予想したCEOの割合。

生成AIへのさらなる投資を計画している

組織の割合。

レガシーシステムが生成AIの効果的な利

用を妨げている答えた回答者の割合。

97%

90%99%

生成AIの試験的な活用フェーズは終了
生成AI試験的な利用から、ビジネスのパフォーマンスを向上させるための
投資として生成AIに取り組むフェーズに推移。
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•

生成AIの現状

生成AIに対する大規模な投資により、2025年に自身が属する業界において大きな変
革が起こると予想する経営幹部の割合。
一方、経営幹部の34%は、より選択的な生成AI適用によるゆるやかな変革にとどまると
予想。

回答者の半数は、生成AI活用は自社の

差別化を図る機会であり、ビジネスの効

率性と収益性の両方を改善する機会で

あると感じている。

既存の生成AIソリューションが期待に応

えていると強く同意する回答者の割合。

64%

43%半数近く

8
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Sensitivity Label: General

テクノロジーと

イノベーション

クラウドやその他の

テクノロジーが

生成AIの議論に

含まれる背景

戦略と変革

ビジネス戦略への

生成AIの取り込み

人と文化

生成AIはどのように

技術的・文化的な

変革を

もたらしているのか

倫理、安全、

サステナビリティ

生成AIのように

強力なテクノロジーに

ガードレールが

不可欠な理由

生成AIへの取り組みを推進するための4つの重要な領域

01 02 03 04

9
© 2024 NTT DATA, Inc



戦略と変革
ビジネス戦略への生成AIの取り込み



Sensitivity Label: General

生成AI戦略とビジネス戦略は一体的に検討すべきである。
散発的・試験的な生成AIの試用は、生成AIへの集中的な支出計画により置き換えられていくと考えられる。

戦略と変革に関する調査結果
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生成AIに投資していると答えた回答者の割合。そのうち約2/3は大規模な投資であると回答している。

99%

生成AIを活用する機会や領域を積極的に評価していると回答した企業の割合。

10社中9社

83%
明確に定義された生成AI戦略があると答えた回答者の割合。

一方で、回答者の51%は生成AI戦略と事業計画を一致させることができていない。
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Sensitivity Label: General

生産性と効率性

の向上

持続可能性と

ESGの向上

コンプライアンスとプロ

セス遵守の向上

従業員の経験の

向上
競争力の維持

12

1 2 3 4 5

顧客体験の向上
従業員の経験の

向上

セキュリティの向上

/不正行為の削

減

コンプライアンスとプロ

セス遵守の向上

ビジネス

インテリジェンス

の向上

1 2 3 4 5

動機
生成AI投資の主な動機

成果
過去12か月間に、
生成AI導入の結果として
証明されたもの

生成AI投資を促進する主な要因 : 経営幹部の視点
優先事項は業界毎に異なるが、生成AIに取り組む動機や得られた成果は、価値創造とビジネス成果の向上に集中している。
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専門的な生成AIチームの設立が
成功の鍵
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政府、保険、ライフサイエンスおよび製薬業界は、

専門的な生成AIチームの設立において他の業界を先行している。

いる。一方で、教育および小売業界は遅れをとっている。

専門の生成AIチームを設置している組織は、まだチームの
設置が計画段階にある組織に比べて、生成AIの取り組
みに非常に満足している可能性が3倍高い。

専門的または強力な生成AIチームを既に社内に設立し
ていると答えた回答者の割合。5人に1人が生成AIチーム
の構築または計画を進めている。

5人中4人

3倍

あなたの組織の生成AIの取り組みに対する満足度はどの程度ですか?
「わからない」を除く全回答 (n=2,307)

非常に満足

やや満足

満足していない

© 2024 NTT DATA, Inc

3%3%
10%

25% 17%23%

40%

45%

80%
75%

50%

29%



Sensitivity Label: General

主な特徴

成功する戦略の立案

14

調査対象者の97%が、

すでに生成AI戦略を計

画・実行するために必要な

スキルと能力を評価済み、

または今後1年以内に

評価する予定と回答。実際のユースケースで実証されたROIを持つソリューションが生成AI戦略にとって重要だと

答えた回答者の割合。うち3人に1人は「非常に重要」と回答。

99%

独自の競争優位性を提供するソリュー

ションが、生成AI戦略において重要な要

素であると同意した回答者の割合。

生成AIソリューションがスケールし、

成長に対応できることが生成AI戦略に

とって非常に重要であると答えた

回答者の割合。

3人に1人 82%
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• ワークフローをサポートする補完的なアクティビティがすべてです

•

現在における主な生成AIユースケース
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プロセス自動化製品およびサービスの
設計と開発
（R＆D）

品質管理個々のユーザに
あわせた
レコメンドと

ナレッジマネジメント

リスク評価と
不正検出

1 2 3 4 5

あなたの業界のニーズを考慮したとき、生成AIのトップユースケースは何ですか?
ベース:「わからない」回答を除く全回答 (n=2,307)

ビジネスのワークフローをサポートする補完的なアクティビティ
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Sensitivity Label: General

企業視点での業界毎の代表的な生成AIユースケース(Top3)
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パーソナライズされた
サービスの推奨とナレ
ッジマネジメント

製品およびサービ
スの設計と開発

(R&D)
品質管理

リスク評価と不正
検出

プロセスの自動化
サプライチェーンと
在庫管理

インフラメンテナン
ス

需要予測

自動車 2 3 1

銀行・投資 3 1 2

エネルギー・公益事業 1= 1= 1=

医療 1 3= 2 3=

高等教育・研究 1 3= 2 3=

保険 1 2 3

生命科学・医薬品 1 2 3

物流、旅行、輸送 3 1 2

製造 3= 2 1 3= 3=

公共部門・政府 1 2 3

小売・CPG 1 3 2

通信・メディア・テクノロジー 2 3 1

業界のニーズを考慮した場合、最も重要な生成AIユースケースは何ですか?
ベース:「わからない」を除く全回答 (n=2,305)
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Sensitivity Label: General

10のうち9以上の組織が、生成AIの適用効果を評価する過程にある。

生成AIの効果的なビジネス適用の評価進捗

17

すでに完了

48%

53%

49%

53%

今後1年以内に完了予定

96%

95%

95%

95%

従業員ワークフロー/

サポートプロセス

顧客体験/

ユーザーエクスペリエンス

バックオフィスとミドルオフィス機能

データ準備
(データプラットフォームと管理を含む)

生成AIを活用する機会の評価:

生成AI関連のビジネスチャンスを評価する際に、次のうちどれを考慮しましたか?
ベース:「わからない」を除く全回答 (n=2,294–2,267)

© 2024 NTT DATA, Inc



Sensitivity Label: General

生成AI導入に際し、実験的なアプローチが最も採用されており、
次に段階的なアプローチと具体的なアプローチが続く。

企業は生成AIの導入に際し複合的な
アプローチを採用する可能性が高い

18

次の記述のうち、今後2年間の生成AI導入に対するあなたの組織のアプローチを最もよく説明しているものはどれですか?
Base:「わからない」を除く全回答 (n=2,307)

高品質で多様かつクリーンなデータは、効果的
な生成AIモデルにとって極めて重要。

1

2

3

4

予め計画的に絞った範囲で
生成AIの採用プロジェクトを開始し、
その結果に基づき範囲を拡大する形が最善

生成AIの活用を確実にスケールさせるには、
より厳密な内部テストが必要。

生成AI導入の推進において、
エンドツーエンドで対応できる能力を有し、
実証済の業界別ユースケースを持つ
パートナーは不可欠

生成AI導入から得られた主な教訓

生成AI戦略はビジネス戦略と一致している必要がある

© 2024 NTT DATA, Inc

59%

57%

55%

実験的

段階的

具体的



テクノロジーとイノベーション
クラウドやその他テクノロジーが生成AIの議論に含まれる背景



Sensitivity Label: General

生成AI技術の急速な採用と進展を鑑み、組織は戦略とオペレーションを絶えず再評価し、進化させ、完全に整合さ
せる必要がある。

イノベーションとテクノロジーに関する主要な調査結果
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96%

レガシーインフラが生成AIの効果的な利用を妨げていると答えた回答者の割合。

また、自組織が生成AIを導入するためのケイパビリティを有することに強く同意する回答者はわずか45%にとどまる。

90%

81%
生成AI活用をリードする組織が、変革と責任のバランスを取るための指針を提供することが非常に重要であると答えた

回答者の割合

クラウドベースのソリューションが、生成AIアプリケーションをサポートするための最も実用的でコスト効率の高い手段であると答えた

回答者の割合。
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生成AI向けのITインフラの構築

2024年11月 © 2024 NTT DATA Group Corporation 21

生成AIへの需要に応じて、ネットワークアーキテクチャ（エッジを含
む）の見直しを行っているCIO/CTOの割合。

10人中9人以上

クラウドベースのソリューションが、生成AIアプリケーションをサポート
するための最も実用的でコスト効率の高い手段であることに同意す
ると答えた回答者の割合。

96%

クラウド環境で生成AIを効率的かつコスト効果的にスケールするた
めの最適なインフラを確立したと答えた回答者の割合。

わずか44%

生成AIとITインフラ戦略が
完全に一致している組織は約半数

2%
9%

41%

48%

あなたの組織の生成AI戦略は、ITインフラ戦略と

どの程度一致していますか？

完全に一致

部分的に一致

一致する予定

一致する予定なし



旧式のインフラが生成AIの統合を妨げている

22

94%
生成AI（およびデジタルツイン）の統合には、

データインフラと計算資源への大規模な投資が

必要であると考えている調査回答者の割合。

90%
レガシーインフラがビジネスの俊敏性や生成AIの

活用能力に大きな影響を与えていると

考えている調査回答者の割合

将来必要となるインフラ（インテグレーションを含む）のニーズを詳細に

分析・評価できていることに「強く同意する」すると答えた
回答者はわずか45%
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Sensitivity Label: General

生成AIの導入と活用に伴うセキュリティリスクの管理

23

生成AI導入に伴う潜在的なセキュリティ
リスクについて非常に懸念していると回答
した経営幹部の割合。
一方で、経営幹部の大半は生成AIに
対する期待とROIは、リスクを上回ると回
答している。

生成AI技術のセキュリティに
対する信頼が重要であると答
えた回答者の割合。一方、極
めて重要であると答えた回答
者はわずか36%にとどまる。

89% 83%

生成AIに関連するセキュリティリスクが十分に理解され、適切に管理されてい
ることに「強く同意」している経営幹部の割合。

4人に1人

生成AI戦略と

サイバーセキュリティ戦略が

完全に一致していると答えた

回答者は半数未満
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•

生成AIがイノベーションと研究開発に与える影響

生成AIへの大規模な投資を計画している組織は、
R&D（製品/サービス開発）を生成AIの最重要ユースケースとして
挙げている。

生成AIが組織に新たなレベルの創造性
と革新をもたらしていることに同意する回
答者の割合。うち48%が「強く同意」す
ると回答。

生成AIが組織のR&D活動の改善に
実質的な影響を与えることに同意する回
答者の割合。

95% 10人中9人以上
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人材と企業文化
生成AIはどのように技術と組織文化の両面で変革をもたらしているのか



Sensitivity Label: General

10人中9人

3分の2の組織が、従業員が生成AIを扱うために必要なスキルを有していないことを認識している。
また、約半数の組織が、生成AIの導入を促進するために従業員教育とトレーニングを計画してる。

人財と文化に関する主な調査結果

26

72%

生成AIが生産性の向上に大きな影響を与えることに同意する回答者の割合。うち48%は「強く同意」している。

95%

将来、従業員のワークフローとサポートプロセスを生成AIがどのように効率化できるのかを現在検討していると答えた回答者の割合。

従業員向けの生成AI使用ポリシー（知的財産の保護ポリシーなど）が整備されていないと答えた回答者の割合。
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•

生成AIが従業員に与える影響

生成AIが生産性の向上に大きな影響を

与えることに同意する回答者の割合。 う

ち48%は「強く同意」すると回答。

従業員データを収集し、それらを理解す
るために、生成AIを広範に使用している
ことに「強く同意」すると答えた回答者の
割合。

95% 93%

昨年の生成AI導入により、従業員体験（EX）の向上（従業員の定着率を含む）を
直接的に実現したと答えた回答者の割合。

42%
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Sensitivity Label: General

役割の創出と従業員スキルの進化

28

生成AIが従業員の役割に与える影響に対し、取り組みを行っていると回答した企業。

従業員が生成AIを使用するスキルを持っていないと認識している回答者の割合。

3人中2人

10社中9社

64%が、生成AIの導

入において社内開発スキ

ルの構築が主要な課題で

あると回答。

来年に向けて生成AIが従業員のワークフローとサポートプロセスをどのように効率化でき
るかを評価していると答えた回答者の割合。

96%
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トップパフォーマー*のEXに対する見解

トップパフォーマー企業がバックオフィスおよびミドルオフィスのプロセスを
強化するために意思決定管理システムを使用する可能性は、ローパ
フォーマー企業と比較して67%高い。

67%

トップパフォーマー企業がバックオフィスおよびミドルオフィスのプロセスを
強化するために、予測分析ツールを使用する可能性は、ローパフォー
マー企業と比較して85%高い。

85%

トップパフォーマー企業の従業員が生成AIの能力において推奨レベル
の従業員評価を得る可能性は、ローパフォーマー企業より75%以上
高い。

75%

*トップパフォーマー企業：
前年比で10%以上の売上高成長を達成し、直近の会計年度の営業利益率が15%を超える企業

29

顧客体験の改善や従業員の能力向上のために、どのような生成AIソリューションの採用を計画していますか?
ベース:「わからない」を除く全回答 (n=2,307)
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52%

47%

47%

45%

40%

38%

品質保証ツール

従業員トレーニングプラットフォーム

セールスオートメーション

AI搭載のチャットボットとバーチャルアシスタント

ナレッジマネジメントプラットフォーム

ワークフォース最適化ツール

トップパフォーマー企業がEXを改善するために

計画している生成AIソリューション



倫理、安全、サステナビリティ
生成AIのように強力なテクノロジーにガードレールが不可欠な理由



Sensitivity Label: General

10人中8人

生成AIが日常生活に浸透する中で、責任とイノベーションのバランスを取ることは、リーダー、組織、社会全体に
とって、道義的な責任であると同時に戦略上とされる。

倫理、安全性、サステナビリティに関する調査結果

31

AIに関する政府の規制が不明確であるため、イノベーションが抑制され、生成AIへの投資が妨げられていると答えた

回答者の割合。回答者の大多数は、生成AI関連の規制コンプライアンスに対する支出が増加すると予想。

生成AIの導入に伴う潜在的なセキュリティリスクを懸念している経営幹部の割合。

(ただし、大半は生成AIの将来性とROIがリスクを上回ると考えている) 。

89%

3/4
生成AIに対する積極的な取り組みが持続可能性の目標と対立している、または悪影響を及ぼしていると答えた

回答者の割合
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•

責任とイノベーションのバランスは、道義的な責任であ
るとともに、戦略的にも必要とされる

生成AIを用いた開発におけるビジネスリーダーの最大の責任は、
人間によるプロセスの監視と定期的な見直しの維持です。

生成AIの活用において、リーダーシップを
とるチームがイノベーションと責任のバラン
スを取るための指針を提供することが
非常に重要であると答えた
回答者の割合。

生成AIを担当する経営幹部を指名する
ことが重要であると考えていると答えた回
答者の割合(うち32%は極めて重要と
考えていると回答) 。

81% 82%
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•

生成AI開発におけるビジネスリーダーの主な責任

経営幹部は、 従業員による生成AIの利用において、 イノベーションと責任のバランスを取る
ために、教育とトレーニングを優先しています。ほぼ半数の組織が、生成AIを利用する上で
の責任を監視する専任チームを設立しています。

経営幹部の優先事項

1 従業員による生成AIの倫理的な使用と教育、トレーニング

2

生成AIを利用する責任を監督する専任チームまたは委員会の設立3

4

5

人間による監視の維持と生成AIポリシーの定期的な見直し

厳格な影響評価、リスク管理、監査

戦略的な意思決定に対する、道義的な責任に対する考慮事項の取り込み

生成AI開発におけるビジネスリーダーの主な責任は次のうちどれですか?
対象:「わからない」を除く経営幹部回答 (n=1,565)

#1

生成AI開発におけるCIO

やCTOの最優先事項は生

成AI責任に特化した

専任チームの設立
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•

新たな規制には集中的な取り組みが必要

生成AIの導入に影響を与える
2つの信頼面におけるの課題：
サイバーセキュリティ基準の維持と、
法的な配慮事項。

回答者の94%が、生成AIが規制コンプ
ライアンスへの投資を増加させた、または
増加させると回答しており、95%がセキ
ュリティについても同様であると回答。

94%

34

トップ2

AIに関する政府の規制が依然として不明確であり、それがイノベーションを抑制し、生成
AIへの投資を妨げていると答えた回答者の割合。

82%
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Sensitivity Label: General

サステナビリティに対し生成AIが与える影響

35

生成AIインフラを再生可能エネル

ギーで稼働させることが、重要なビ

ジネス目標であると同意する回答

者の割合。うち43%は「強く同意」

すると回答。

エネルギー効率の高い

データ管理手法を導入中と答え

た回答者の割合。

94% 10人中9人

生成AIへの取り組みが、サステナビリティ戦略における目標と対立の

関係にある、または悪影響を及ぼしていると答えた回答者の割合。

4分の3

大多数が生成AI戦略とサステナビリティ
戦略が完全に一致していないと回答。
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1%
11%

41%

47%

あなたの組織の生成AI戦略は、

サステナビリティ戦略とどの程度

一致していますか?

完全に一致

部分的に一致

一致する予定

一致する予定なし



2025年の生成AI活用に向けた提言



2025年における生成AI

生成AI投資に対するROIが当面のあいだ不明確であることを
受け入れると答えた回答者の割合。

83%

生成AIが生産性の向上に大きな影響を与えるという予測に
「同意する」と回答したCEOの割合。うち47%が「強く同意」すると回答。

97%

生成AIソリューションによって支援されるプロセスのうち、今後一年間で最も生成AIが導入されるのは
どのプロセスですか。
対象:「わからない」を除くすべての回答 (n=2,295)

生成AIを用いた次の変革の波は、分析とアクションの制度と効

果を向上させると期待され、複雑な問題を解決できるAIエージ

ェント（エージェンティクス）、小規模言語モデル (SLM)、お

よびマルチモーダルアプローチに集中すると予想されています。

大多数が大規模な投資による大きな変革を期待している。

“
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52%52%

50%

45%

1年以内

今後12ヶ月で計画されている

生成AIの導入領域

フロントオフィスの顧客対応サポート

バックオフィスとミドルオフィスのワークフローの自動化と最適化

フロントオフィスの従業員アクティビティサポート

製品・研究開発



Sensitivity Label: General

投資計画に基づく生成AI導入の今後の課題

38

<1%

投資予定なし
• 生成AI開発における社内スキルの構築

• 資金調達/明確なビジネスケースの確立

• データソース

• 明確な倫理的およびAI安全フレームワークと
オーナーシップの確立

投資なし、計画中
• レガシーITとビジネスアプリケーション

• 生成AI開発における社内スキルの構築

• インフラの複雑さ

トライアル/パイロット評価のみ
• 複数のベンダー/サービスプロバイダー

• 補完アーキテクチャの評価

• 明確な倫理的およびAI安全フレームワークとオーナーシップの確立

一部投資
• インフラストラクチャの複雑さ

• 補完技術の評価

• 資金調達/明確なビジネスケースの確立

多額の投資
• 補完技術の評価

• 補完アーキテクチャの評価

• インフラストラクチャの複雑さ

1%

14%

43%

41%
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重要なポイントと推奨事項

戦略と変革

生成AI戦略は、価値ある成果を生み出

すためにビジネス戦略と連携させる必要

があります。

生成AIが企業のより多くのビジネスプロセ

スに拡大するにつれて、成長が生まれま

す。

生成AIが業界にどのように機会を創出し

、組織に利益をもたらすかを理解しましょ

う。

実験とハイパフォーマンススケールの両方

を含む統合された生成AIの取り組みに

投資しましょう。

イノベーション

とテクノロジー

生成AIは、ネットワークやクラウド戦略を

含むITインフラ計画の見直しを必要とし

ます。

クラウドは、生成AIアプリケーションをサポ

ートし、スケールするための実用的でコス

ト効率の高い方法です。

専門性を持つパートナーは、アーキテクチ

ャの設計と生成AIソリューションの統合を

支援します。

クラウドネイティブに移行して、生成AIの

成功に必要な技術リソースにアクセスしま

しょう。

人材と企業文化

人間と生成AIのコラボレーションは、労

働力の影響、役割、責任を変革します

。

スキルアップと社内能力が生成AIの導入

と効果を高めます。

継続的なトレーニングと意識向上プログ

ラムを組織全体で実施しましょう。

あなたの生成AIチームが、技術およびビ

ジネススキルの両方で最高の人材を代

表していることを確実にしましょう。

安全性、倫理、

サステナビリティ

生成AIソリューションの透明性とセキュリ

ティに関する議論は続いています。

イノベーションと責任に関するリーダーシッ

プの指導が信頼を高めます。

リスク管理と価値創造のバランスを慎重
に取り、イノベーションを進めながらも組織
を守りましょう。

経営幹部を含むすべての従業員に、生
成AIの倫理的かつ安全な使用について
教育しましょう。

39
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Sensitivity Label: General


